
利用するまでの流れ

申請する
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非該当

18 ページ～
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サービスの利用を希望す
る人は、市の介護保険担
当 窓 口 で「要 介 護 認 定」
の申請をしましょう。主
治医の先生に申請するこ
とを伝えておくとスムー
ズです。

基本チェックリスト
（現在の身体の状態など
をお聞きします）

介護予防ケアマネジメントを依頼する
地域包括支援センターで、本人や家族と話し合い、サー
ビスの種類や回数を決定し、ケアプランを作成します。

介護予防や支援が必要な人
【事業対象者】

一般介護予防事業を利用
介護や支援を必要としない人

契約書、重要事項説明書などでサービス内容
などの契約内容を確認して、事業者ごとに個
別に利用契約を結びます。

認定審査事務局

認定結果の通知

●訪問調査など
心身の状態を調べるた
めに、本人と家族など
への聞き取り調査を行
います。

●介護認定審査会
訪問調査の結果と医
師の意見書をもとに、
保健、医療、福祉の
専門家が審査します。

原則として申請から30日以内に、市
から認定結果が通知されます。担当
ケアマネジャーに連絡しましょう。

サービス提供事業者と契約する

どんなサービスをどのくらい利用するかというサービス利用計
画書（ケアプラン）を作ります。

介護（介護予防）サービス計画作成を依頼する

ケアプランに基づいてサービ
スを利用します。自己負担は
1 割（一定以上所得者は 2 割
または 3 割）

サービスを利用する 介護サービスが利用できます
ケアプラン作成事業者を決
めましょう。

介護予防サービスが利用できます
介護予防ケアプラン・介護予防
ケアマネジメント作成事業者
を決めましょう。

基本チェックリストによる
事業対象者となれば総合事
業を利用
非該当の方は市が行う介護
予防事業のサービスを受け
ることができます。

●認定
介護を必要とする度合い

（要介護状態区分）と有効
期間が判定されます。
※新規の介護認定申請の場合、

有効期間は原則6ヵ月です。訪問調査

主治医の
意見書

　介護（介護予防）サービスを利用するためには、市に申請して調査・審査会により
「介護や支援が必要である」と認定されることが必要です。サービスを利用するまで
の手続きの流れは以下のようになっています。

引き続きサービ
スを利用したい場
合には、有効期間

満了前に更新の申請書が送付さ
れますので申請をしてください。

更新

介護の状態に変化があった場合、有効
期間の途中でも変更申請ができます。

要支援
1・2

高齢者
福 祉

要介護
1～5

地域支援
事 業

16 ページ

17ページ

68ページ～

※認定の有効期間満了日は「介護保険
被保険者証」を確認してください。

ケアマネが決まっていない方
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72 ページ

介護予防・生活支援サー
ビス事業

68 ページ～

交通事故等により要介護などの状態になった場合や、状態が悪化した場合
は介護保険担当窓口へ届出をお願いします。

第三者行為（交通事故等）で介護サービスを利用する時は市へ届出が必要です。

（非該当）
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